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今後の進め方について
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【長町・歩いて楽しい街並みの将来像（ビジョン）P18】

将来ビジョンのロードマップ

令和６年度実施内容

 検討会（ワーキンググループ）にて、基本計画の考え方を整理し、ゾーンごとの街並みづくりイメージ
等の検討を進めた。

 検討会（ワーキンググループ）での意見を踏まえて、太白区が長町商店街連合会や沿道事業者等の協
力を得て道路空間を活用した社会実験を３日間（R6.11.29～R6.12.1）実施。

 太白区において、社会実験結果の検証等を進める。



3

基本計画の考え方

将来ビジョンに示す「街並みの将来像」を実現していく
⇒ 基本計画において、街並みづくりの基本的な方針や
取組みの具体化を位置付けていく

街並みづくりにおいては、長期的、段階的な取組みを要し・・・実行可能なもの

から取り組んでいく （将来ビジョンＰ18）

段階 方針 取組み

中長期的
基本的な方針を検討
（将来ビジョンがベース）

具体的な取組みを継続
的に検討

短期的
（早期着手を目指す）

具体化・実践的課題の
確認等

※第２回検討会資料より
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基本計画の主な掲載事項（想定）

〇 ゾーンごとの街並みづくりイメージ

• 対象エリアのゾーン分けと、それぞれの特性を踏まえた街並みづくりのイメージ

〇 街並み活用戦略

• 賑わいの演出、個性に富む交流空間の創出等の観点を踏まえた、街並みの活用戦略（街並みの

ブランド化、管理運営体制等を含む。）

〇 街並み再整備方針

• 道路空間の整備、滞在性の向上、賑わいの演出等の観点を踏まえた、街並み再整備方針

〇 官民の役割分担

• 民間の意見を反映させながら行政が主体で進める事項、民間が主体で進め行政がバックアップ

する事項等、官民の役割分担の整理

〇 スケジュール

※第１回検討会資料より
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これまでの実施状況

〇 ゾーンごとの街並みづくりイメージ

・ 利活用WGにおいてゾーンごとの空間イメージ等を検討

〇 街並み活用戦略

〇 街並み再整備方針

・ 交通WGにおいて道路空間再整備のベース案を設定

・ ベース案を基に社会実験を実施

〇 官民の役割分担

〇 スケジュール



〇 ゾーンごとの街並みづくりイメージ

・ 引き続きゾーンごとの空間イメージ等を検討

〇 街並み活用戦略

・ 賑わいの演出等の観点からの取組みの検討

・ 将来的な管理運営体制の検討等

〇 街並み再整備方針

・ 周辺道路環境の変化を加味した交通シミュレーションの実施

・ ベース案や交通シミュレーションを踏まえた社会実験の実施と再整備方針の検討

〇 官民の役割分担

・ 官民の役割分担の整理等

〇 スケジュール
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今後の実施予定

基本計画へ

• 将来ビジョンをベースにしつつ、議
論を踏まえた街並みづくりの基本的
な方針を検討

• 各取組内容等を実施段階（中長期
的・短期的）で整理



令和７年度スケジュール（案）

4月24日 第３回 検討会
・R6社会実験結果の報告について

6月～8月 交通ワーキンググループ
• 令和７年度社会実験について 等

※必要に応じて複数回開催

利活用ワーキンググループ
• 令和７年度社会実験について
• 街並みづくりイメージ・街並み活用戦

略について 等

※必要に応じて複数回開催

7月～9月 第４回 検討会
• 令和７年度社会実験について
• 街並みづくりイメージ・街並み活用戦略について 等

～

交通ワーキンググループ
• 道路空間再構成について
• 基本計画について 等

※必要に応じて複数回開催

利活用ワーキンググループ
• 街並み活用戦略について
• 官民の役割分担について 等

※必要に応じて複数回開催

～
第５回 検討会
• 基本計画について 等
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当面の検討事項

交通ワーキンググループ

利活用ワーキンググループ

• ゾーンごとの空間イメージ等を検討

• 地元における事業継続・開業支援の仕組みづくり等の検討

• 空き店舗、横丁・神社仏閣など既存空間や資源等を活用した賑わい創出の検討

• 賑わいの演出等の観点からの取組みの検討

• 賑わいの演出等の観点からの取組みにおける交通面の検討

• 賑わい創出への関わり方（回遊促進、移動手段等）の検討

• 交通シミュレーションの進捗状況に合わせた議論・検討


